
「断熱型枠コンクリート」を蓄熱輻射体とする

高機能コンクリート構築物の施工技法開発

表紙設計・施工の両立システム
事前設計で高機能の自主基準を設定

「機能設計」に基づく「施工技術」



外界変動と断熱効果

設計・施工の両立
どこまでできる：どこまでつくる

「機能設計」に基づく「施工技術」

断
熱
効
果
の
把
握
と

そ
の
効
果
適
用
設
計



真ダコ加工冷凍保管庫

増毛名産「まだこやわらか煮」ほか

加工・冷凍保管庫の設計施工

－35℃が常温

連
続
低
温
と
経

年
劣
化
に
よ
る

性
能
低
下
が
大

き
な
課
題



床下凍上抑制シミュレーション
冷凍保管庫の連続凍結温度設計

床下凍上抑制のシミュレーション
無処置の床下の凍結現象を推測 床下の加温送風をシミュレーション

外気温１０℃　　室温－２０℃

対応策検討

床下凍結

加温送風配管

連続低温

連続低温

外

外



冷凍保管庫　１２月の温度観察
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内外温度の実測観察

２００４年１２月１７～２３日

冷凍保管庫の実測観察温度

冷凍庫温度

安定してプラス温度を保持
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木製サッシ取付位置
断熱ｺﾝｸﾘｰﾄ壁と木製ｻｯｼ

取付位置による温度変化の設計

蓄熱輻射でｺｰﾙﾄﾞﾀﾞｳﾝを抑制



温度分布を計算 「温度分布計算」のサーモグラフ

ガラス

        -7.6 -7.3   3.9 4.2   13.5 13.9           

        -7.6 -7.3   3.9 4.2   13.5 13.9           

        -7.6 -7.3   3.9 4.2   13.5 13.9           

        -7.6 -7.3   3.9 4.2   13.5 13.9           

        -7.5 -7.3   3.9 4.2   13.5 13.9           

        -7.5 -7.2   3.8 4.1   13.4 13.8           

        -7.4 -7.1   3.8 4.1   13.2 13.5           

        -7.2 -6.9   3.6 3.9   12.6 13.0           

        -6.6 -6.3   3.2 3.5   11.5 11.8           

    -4.9 -4.8 -4.8 -4.8 -4.8 -4.8   2.2 2.5   10.0 10.2 14.3          

    -4.8 -4.8 -4.8 -4.8 -4.8 -4.5 -3.4 -1.8 1.1 2.1 4.5 6.7 9.1 9.7 14.3 15.8         

    -4.8 -4.8  -4.8 -4.8 -4.6 -3.8 -2.5 0.3 1.7 4.2 6.4 8.5 9.4 14.4 16.0         

    -4.8 -4.8  -4.8 -4.8 -4.8 -4.8 -4.7 -0.5 1.4 4.0 6.3 8.4 9.4 14.7 16.4         

    -4.8 -4.8  -4.8 -4.8 -4.8 -4.8 -4.8 -1.3 1.5 4.2 6.5 8.5 10.0 15.1 16.9 18.0 18.2 18.3 18.3 18.4 18.5 18.9 19.6

    -4.8 -4.8 -4.8 -4.8 -4.8 -4.8 -4.8 -4.7 -0.8 2.7 5.8 8.7 10.7 12.2 16.7 18.3 19.1 19.3 19.4 19.4 19.5 19.7 20.0 20.5

    -4.8 -4.8 -4.8 -4.8 -4.8 -4.8 -4.7 -4.7 0.1 3.7 7.0 10.9 12.4 13.5 17.6 18.9 19.6 19.8 19.8 19.9 19.9 20.1 20.3 20.8

-9.9 -9.8 -9.8 -9.6 -7.2 -3.2 4.3 11.6 11.9 12.1 12.4 12.6 12.9 13.2 13.5 13.7 14.0 14.5 16.1 17.0 17.6 18.0 18.3 18.6 21.5 21.9 22.0  

-9.8 -9.7 -9.5 -8.4 -3.1 -0.3 7.7 12.2 12.4 12.5 12.7 12.9 13.2 13.4 13.7 13.9 14.2 14.5 15.9 16.8 17.4 17.8 18.2 18.4 20.9 21.7 21.9  

-9.6 -9.5 -8.9 -6.7 1.0 3.2 9.9 12.9 13.0 13.1 13.2 13.4 13.6 13.8 14.0 14.2 14.4 14.6 15.8 16.6 17.2 17.6 17.9 18.1 20.3 21.5 21.9  

-9.6 -9.5 -8.3 -5.5 3.3 5.3 11.0 13.3 13.4 13.5 13.6 13.7 13.9 14.0 14.2 14.4 14.5 14.7 15.7 16.5 17.1 17.5 17.8 17.9 19.8 21.3 21.8  

-9.6 -9.5 -8.1 -4.8 4.7 6.5 11.6 13.7 13.7 13.8 13.9 14.0 14.1 14.2 14.3 14.5 14.6 14.8 15.6 16.3 16.9 17.4 17.6 17.8 19.6 21.2 21.8  

-9.6 -9.5 -8.0 -4.4 5.4 7.2 11.9 13.9 13.9 14.0 14.0 14.1 14.2 14.3 14.5 14.6 14.7 14.9 15.6 16.3 16.8 17.3 17.5 17.7 19.4 21.1 21.8  

-9.6 -9.5 -8.0 -4.2 5.8 7.6 12.1 14.0 14.0 14.1 14.1 14.2 14.3 14.4 14.5 14.6 14.8 14.9 15.6 16.2 16.8 17.2 17.5 17.6 19.3 21.1 21.7  

-9.6 -9.5 -8.0 -4.1 5.9 7.7 12.2 14.0 14.0 14.1 14.2 14.3 14.3 14.4 14.5 14.7 14.8 14.9 15.6 16.2 16.8 17.2 17.5 17.6 19.3 21.1 21.7  
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壁と窓の取付け位置の違いによる

蓄熱輻射温度をシミュレーション

位置の違いの影響木製サッシの取付け位置を設計
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外
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ＩＴオフィス
ＩＴ関連機器の放熱を考慮する

オフィスの温熱環境を設計

イメージ写真

イメージ図



夏シミュレーション

ＩＴ関連オフィスの業務環境温度の推測

設計シミュレーション（夏）
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冷房負荷 外気温 B1―MIX B1―MP １F―大室 １F-ロビーなど

２F―IT ２F―DF ２F―SP ２F―スピース ２F―ロビー ３F―DC部長

３F―経理 ３F―会議室 ３FDCスペース ３F―社長室 ４F―機械室

冷房機能と負荷設計

たくさんのＩＴ機器からの放熱を排除するには

設計シミュレーション（夏）



冬シミュレーション

ＩＴ関連オフィスの業務環境温度の推測

設計シミュレーション（冬）
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冷房負荷 外気温 B1―MIX B1―MP １F―大室 １F-ロビーなど

２F―IT ２F―DF ２F―SP ２F―スピース ２F―ロビー ３F―DC部長

３F―経理 ３F―会議室 ３FDCスペース ３F―社長室 ４F―機械室

暖房なし 暖房あり　 (週末休業は停止)

たくさんのＩＴ機器からの放熱を活用する

省エネ暖房負荷を設計（冬）



含水観察

両断熱は含水率が高いのでは？

断熱型枠ｺﾝｸﾘｰﾄの水分
施工中の建物 完成後の建物
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室内温度と湿度 方位日射温度と日陰温度

コンクリートの各部の温度を継続測定

温湿度実測観察
断熱ｺﾝｸﾘｰﾄとその周囲の

温湿度の実測観察を継続中



戸建ての床面温度差

快適・健康度の目安

戸建住宅の床全面の温度差

足
の
裏
は
第
二
の
心
臓

床
面
の
足
裏
感
覚
を
大
切
に

足
の
裏
に
温
度
差

を感
じ
さ
せ
な
い
性

能

その
秘訣は



床温安定のメカニズム

戸建住宅の断熱ｺﾝｸﾘｰﾄと内外の温度変化を推測

設計シミュレーション
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22℃

床下

断熱ｺﾝｸﾘｰﾄの蓄熱輻射を活用する床温の安定化

両断熱コンクリートの標準設計温度



２４時間変化
１日(２４時間)の温度変化推移

地中・外気・外壁日射熱・断熱コンクリート
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１週間変化
１週間の温度変化推移

断熱コンクリート・地中・外気・外壁日射熱
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２００２．１０．０１　　　道立北方建築総合研究所
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試験体の設置、加熱状況

非加熱側の断熱材　強制剥離　目視観察

加熱側温度推移

非加熱側温度推移

加熱試験断熱型枠コンクリートの加熱試験



施工の原則断熱型枠ｺﾝｸﾘｰﾄの組積施工

その原則　:　用途ごとに求められる機能設計にもとづき
基礎から屋上まで、隙間無く、真面目に、丁寧に施工



成果事例
その成果事例（１）

蓄
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輻
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効
果
を
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す
る
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井



成果事例
その成果事例（２）

陽
射
し
の
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み
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ふ
ん
だ
ん
に



成果事例
その成果事例（３）

地
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2004年12月4日(土)
日本経済新聞

開発研究継続中

　医大等と連携し

　　　　　高度開発研究を継続
社
員
の
技
能
研

修
を
地
域
一
般

に
も
公
開
し
、

機
能
向
上
策
を

共
有
情
報
に

医
科
学
的
な
見

地
を
機
能
設
計

の
向
上
に
組
み

込
む
共
同
研
究

に
着
手



強度・耐久・耐震・耐火・耐風性
気密性・遮音性・フリープラン

↓

「快適・健康」配慮の設計

構造品質が安定し耐久性がより向上

蓄熱輻射を活用する新しい機能設計の開発

環
境
共
生
型
・
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
品

質
向
上
と
高
機
能
化
・
省
人
・
省
力

化
を
目
的
に
利
用
促
進

公設研究機関等
↓

調査・研究開発

木造・鉄骨造
↓

基礎型枠に利用

基礎から屋上までの壁に断熱型枠を
緻密に組み込みｺﾝｸﾘｰﾄを充填

高度・低廉な施工技術の開発
↓

高性能・高機能追求の設計

機能設計と
施工技術の
開発を継続

応 用

壁式コンクリートに応用鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ壁式に「断熱型枠」を応用
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